







Improving Interpersonal Skills Through a Group Approach with Handicapped Children:
The Effects of Social Interaction Games for Elementary School Children in a Special School















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1回目 2回目 3回目 4回目




























































































































































04′36 みんなで輪になりタッチ みんなとタッチをする KT「いいぞ、いいタッチだ」 4
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03′58 A、CがBを促す Bが覗いているベッドの下を探す S「じゃあ、その（B君の）近くで
やろうか」
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1回目 2回目 3回目 4回目
E たからさがしでいっぱい走り
まわったこと
たからさがし、Aちゃんと
やったのが楽しかった
くるまとくじら 欠
保護者（口頭） とても楽しそうだったし、「大
丈夫？」という言葉が言えた
お友だちの名前をたくさん
覚えてきたなとびっくり
「もう1回やろう」が言
えて、楽しそうでよかっ
た
保護者（記述
より抜粋）
一緒に楽しむことができた。
ルールや動きがある活動の中
で、子どもなりに周りの人と
も関りをもてているのを感じ
嬉しい。子ども達ってすごい
親も一緒に楽しめる内容だっ
た。E がお友達の名前を声
に出して、その場にいない
B君のことも気にかけてい
る姿に嬉しくなった。
色々なメニューを子ど
もと楽しませて頂き、
終始笑っていた。娘が
お友達の名前を覚えて
いたことに驚いた
表18　授業後の振り返り「楽しかったことの発表」より　＊記述感想は後日回収
図18．学級担任への事後アンケート
1.大きな変化がみ
　られた
0%
2.変化がみら
　れた
40%
3.少し変化
　がみられた
40%
4.特に変化は感
　じなかった
20%
①親子SST後に本児の人との関わり方に変化がみら
　れましたか
1.非常にそう
　思う
20%
2.そう思う
40%
3.少し思う
20%
4.思わない
20%
②今年の親子SSTで学んだことを日常生
　活で生かしていると思いますか
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を与えていると感じている学級担任が多いことが分
かった。
　対人関係ゲーム中の対人行動の項目ごとの割合は、
個々の児童においてもグループ全体においても、「4
積極的交渉」が最も多いことが分かる（図19）。ゲー
ムを楽しみながら良好な人間関係を築いていくため
に必要な、主張するスキルや協調するスキルである、
誘う、提案する、励ます、称賛する、協力するといっ
た積極的交渉行動を自然に起こしていると考えられ
る。グループの項目別割合において、次に多いのが「8
受容」である。ルールに従ったり、リーダーの言葉
を聞こうとしたりと、協調するスキル、聞くスキル
等、ゲームを通して相手を受容するスキルを般化す
る体験を積んでいるものと思われる。
　以上の結果から、対人関係ゲームの実施は、全員
が障害を持つ特別支援学校の児童集団においても、
良好な人間関係を築くためのスキルを学ぶ場として
有効であることが示唆された。同時に、ルールを理
解してそれを守ることができるようになったこと、
そして参加行動や相互交渉が多く出現してきたこと
から、リレーションの取れる集団に変容し、Yグルー
プが集団としての特性を高めたものと推測される。
Ⅵ．総合考察
1．「仲間」を意識する心理体験の場
　本実践では、前年度は個人で活動していた児童も
含め、どの対象児も毎回集団の中で活動する経験を
積むことができた。ゲームでの、楽しかったという
心理体験は、次のゲームへの参加動機の一つとなっ
たと考えられる。また、カテゴリー分類により児童が、
主張・協調スキル獲得に必要な積極的交渉行動を中
心に様々な対人行動を起こし対人経験をする場とし
て、対人関係ゲームが有効であることが分かった。
総じて高い参加率となった4回目の「たからさがし」
では、前半はDが全体に呼びかけ、後半はCがみん
なを集めるというリーダー的役割を担い、AやDが
Cを支持するような動きも見せていた。「宝がみつ
かる」という達成を共に経験し、それぞれが目的達
成のために必要とされるなど、対象グループは対人
関係ゲームを通して「仲間」を意識する心理的体験
ができたと考えられる。
図19．対人行動の項目ごとの割合（個人およびYグループ）
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2．特別支援学校小学部における対人関
係ゲームの活用
　発達障害をもつ子どもにとって、5歳代と10歳～
12歳の2つの時期は、コミュニケーション能力が飛
躍的に向上する時期となることが多く、対人関係に
おいても成長が認められる（杉山、2007）11）。しかし、
特別支援学校の児童はそれぞれの特性に合わせた個
別の支援（指導）計画が立てられ、それを基に教育活
動が行われるため、個々での学習場面が多くなり、
集団での活動体験は通常学校に比べ少なくなる傾向
がある。また、友だちとの活動に興味を持ちながら
も、過敏さやコミュニケーションの困難さといった
特性により、他者と関わることに強い不安や緊張を
感じたり、主体的に関わったりしていくことが難し
い児童もいる。そのため特別支援学校では、ソーシャ
ルスキルを般化していく場を意図的に作る必要があ
るといえる。対人関係ゲームは、こうした特別支援
学校の児童にとっても意味のある体験となりうる可
能性が高いことから、今後大いに活用したいプログ
ラムであると考える。
3．障害を持つ子ども達の集団における
対人関係ゲームの実施
　今回の実践では、ルール理解の認知の差や内容に
関する得手不得手等、児童の実態に応じてどのゲー
ムもルールの変更や支援の工夫等の環境調整を行っ
た。特別支援学校に限らず、ルールの理解が難しい
等の特性をもつ児童を含む集団が対人関係ゲームを
行う際は、児童の実態に応じて内容を工夫するなど
の環境調整を行うことによって、個別児童の参加行
動率が高くなると言えるだろう。こうして個の行動
の向上的変容が集団としての特性を高め、集団の特
性が高まることで個の行動変容がまた促される可能
性が示唆された。
Ⅶ．課題と今後の展望
　本研究では行動記録に大人による働きかけの項目
を設けている。さり気ない教師の言葉がけや、母親
の呼びかけ等、大人による働きかけが対象児の行動
に変容をもたらしている場面は多く、今回はその一
部を取り上げてはいるが、全体の分析や詳細な考察
はされていない。支援者による働きかけは、特別支
援学校の児童のゲーム中の行動変容において重要な
ポイントであると考える。対人関係ゲーム中のどの
ような働きかけ（支援）が対象児の行動にどのように
影響したのか、その効果についても今後検証してい
きたい。
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